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5) 子宮頚部に於ける核酸の研究 (第 1報)
安里洋 
(F eulgen -microspectrophotometry による核 
DNA含量について〉
Feulgen顕微測光法により腫脂菅，頚癌スタンプ
標本，正常子宮陸部屑平上皮組織，頚癌組織中の個 
々の細胞核 DNAの比較含量を測定し次のような
成績を得た。核直径とその吸光度の関係をみると，
正常陸脂膏においては両者の聞に負の相関関係が認
められ，核が大きくなるに従い吸光度の減少が認め
られるが，頚癌スタンプ標本ではばらつきが大きく
核の大きなものでも吸光度の高いものがある。正常
細胞核及び癌細胞核の Feulgen開 DNA色素の比較
含量分布は，前者ではほぼ一定の値を示すが後者で
は前者の 2倍， 4倍，それ以上の含量を有すものが
あり分散が大きい。正常子宮陸部肩平上皮各層に於
ける細胞核 Feulgen・DNA色素の比較含量分布を
見るに中層以上の細胞核ではほぼ一定の値を示し，
前述の正常陸脂膏と同様な含量を示す。基底層及び
傍基底層細胞核の含量分布は分散が広く，中層以上
の細胞核の分布域から凡そその 2倍値の附近まで分
布している。
6) 子宮頚癌に於ける粘液多糖類の組織化学的研
究
林 豊，武田敏
当科に於て試験切除及び手術摘出せる子宮頚癌組
織について PAS，Alcian Blue，Toluidine B1ue 
の染色を行い観察した。之等染色の陽性物質は腺癌
細胞に含まれるのは当然であるが基底細胞癌，属平
上皮癌にも認められた。間質は癌l乙於ても正常上皮 
下に於けると同様 PAS及 AlcianBlue及び染色
で陽性殊に血管壁は強陽性を示す。
正常上皮下基底膜及び一部癌巣間質境界は上記染
色陽性である。興味深いのは AlcianBl ue P AS重
染色により癌巣周辺間質は AlcianBlue優勢であ
るのに対し遠隔間質は PAS優勢を示す事である。 
Toluidine Blueの Metachromasyにより染色さ
れる MastCellは癌巣周辺間質に於て著しく数が
少いが，正常上皮下及非癌性変化上皮下に於てはそ
の数が多い。
次に変化土皮の所謂癌化過程lζ含まれる粘液多糖
類をみると， Glatthaa仕	 訂r
皮l	 にζは減少すに乙はかなり多くし，不穏穏、上皮及異型上皮l
る傾向がみられた。乳噛状びらん上皮は頚管及子宮
内膜腺細胞と同じく上記染色陽性を示した。 
7) 	 産婦人科領域に於ける 
Phosphamidaseに関する研究
小沢彊，中野正義 
Phosphamidaseは燐酸化合物を水解する Phos-
phataseのー型で Creatine燐酸及び Arginine燐
酸を加水分解し燐酸を遊離せしめると共に他方これ
を合成する触媒作用をなす酵素である。生体内に於
ける含水炭素，脂肪，蛋白質などの中間代謝や細胞
の構成上にも燐酸が関与しており生理的或いは病的
現象に対し Phosphamidaseが作用する。証明法に
は高松民法と Gomori氏法がある。婦人科領域に
於ける知見としτ性周期，ホルモン，妊娠産樗など
との関係など研究されている。悪性腫蕩殊l乙子宮癌
に於ても屑平上皮癌の未分化部，腺癌などに酵素活
性がみられた。本酵素を診断学的補助として利用し
価値あるものと思われる。 
8) 	 胎盤ホモジネートによる sccの酵素的加水
分解
大塚太一郎
筋弛緩剤 SCC は臥床使用量 40~300 mgでは胎 
盤を越えて胎児へと移行せず (Moya1961)胎児血
中へ当該薬剤を証明する l乙は 300~500 mgの大量
を要する (Kvisselgaard1961)私の実験は胎盤ホ
モジネートが invitroで SCCを分解する態度を
しらべ，胎盤中のコリンエステラーゼが SCCの胎
盤透過を抑制するか否かを検するにあった。実験材
料は正常経陸分境患者の 20例の胎盤を用い， Fra-
nk Moyaの方法(1961)によった。対照を 3群に
分け，アノレカリ分解を防ヤためには Supernatefro-
zenとした。 SCCの酵素的加水分解は基質1.5x10 
-6~3 x lO-6 で 0~10% 平均 3%，ア jレカリ並びに
酵素的加水分解は基質1.5X1O-6~2 X10-6で平均 
15%，基質濃度を 8x lO-6と上げると 55%となっ
た。以上より SCCは胎盤酵素Iとより加水分解を受
けずその胎盤による分解は血液胎盤パリヤーによる
ものでないとの結論K達した。 
9) 産婦人科領域の F岨 Glucuronidoseの研究
(第 2報〉
藤田真
昨年に引き続き 6-Bromo-2 Naphthyl s-D-Gl-
ucuronideを基質とする Post-Azocoupling Me-
